
●JR富山駅より市内電車で約7分／国際会議場前下車  徒歩で1分
●JR富山駅よりバスで約5分／城址公園前下車  徒歩で約3分
●JR富山駅より徒歩で約15分
●富山空港より空港連絡バスで約25分／総曲輪下車  徒歩で約2分
●富山ICより車で約10分

9/2017年

富山国際会議場

800人 9,000円

〒930-0084　富山市大手町1-2

開催日

セミナー
会場

ホテルグランテラス富山
〒930-0004　富山県富山市桜橋通り2-28

懇親会
会場

参加費定員

（当日資料代含む）
23土〜24日

添付の参加申込書に必要事項をご記入のうえ、取り扱い旅行会社にFAX、Eメールまたは
郵送にてお申し込みください。詳しくは、別紙の参加登録のご案内をお読みください。

第8回「地域共生ホーム全国セミナー」inとやま実行委員会
【事 務 局】全国コミュニティライフサポートセンター (CLC)

担当：小野寺 麻衣・高木 崇衣
〒981-0932  宮城県仙台市青葉区木町16-30  シンエイ木町ビル1F
TEL：022-727-8730　FAX：022-727-8737
E-mail：clc@clc-japan.com　URL：http://www.clc-japan.com

【営業時間】土日祝除く平日／9：00～18：00

（株）JTBビジネスネットワーク  JTB東北ECデスク
第8回「地域共生ホーム全国セミナー」inとやま係
〒170-0013　東京都豊島区東池袋3-23-14  ダイハツ・ニッセイ池袋ビル6F
TEL：0120-989-960　FAX：0120-937-224
E-mail：tohoku-ec@jbn.jtb.jp
【営業時間】土日祝除く平日／9:30 ～17:30

参加申込について

参加申込に関する
お問い合わせ先

内容に関するお問い合わせ先

ホテルグラン
テラス富山
Hotel Grand
Terrace Toyama県庁前

西町グランドプラザ前

中町

荒町

桜橋

電気
ビル前

新富町

セミナー会場ご案内
【富山国際会議場】

9/23土〜24日2017年

■会場：富山国際会議場

■主催：第8回「地域共生ホーム全国セミナー」inとやま実行委員会
■共催：富山ケアネットワーク
　　　　宅老所・グループホーム全国ネットワーク
　　　　全国コミュニティライフサポートセンター
■後援：富山県／富山市／富山県社会福祉協議会／富山市社会福祉協議会

だれもが支えられたり、支えたり

「共生」とはどんな人でも排除しないで包み込むこと

赤ちゃんからお年よりまで一つ屋根の下で過ごしている

その人なりの居場所があって、一人ひとりが輝いている

いつでも、いつまでも利用できる家

そんな居場所を考えてみませんか



11:40～12:30

12:40～13:00

13:10～14:10

14:55～15:55

16:10～17:30

12:30～12:40

14:40～14:55

受　　付

開　　会
第8回地域共生ホーム全国セミナーinとやま　実行委員長……… 惣万　佳代子
富山県　知事……………………………………………………… 石井　隆一

富山ダルク　（NPO法人富山ダルク  リカバリークルーズ代表）…………………林　　敦也
元ホームレス ………………………………………………………………………佐原　高志
性同一性障がい……………………………………………………………………菅野　悠生
脳性まひ……………………………………………………………………………上田　哲
障がい者の母親　（NPO法人ふらっと代表）……………………………………宮袋　季美

「生きづらさをかかえた人たち」

にぎやか２０年の歩み

基調講演

特別講演 「富山型地域共生福祉の推進（仮）」
富山県　知事……………………………………………………… 石井　隆一

野の花診療所（鳥取市）　院長 …………………………………… 徳永　進

ロビーで話そう！  つながろう！休　　憩

1日目

2日目

総合司会　西村和美

15:55～16:10 ロビーで話そう！  つながろう！休　　憩
「在宅ホスピス広げよう」

●ホスピス診療所
野の花診療所はがんにかぎらず、死と向
き合う人のために開かれた診療所です。
できる限り、生の希望の可能性を追うこ
とと、人生を振り返りなつかしむことの、
両方を成り立たせたいと思っています。 

●在宅ホスピス
野の花診療所では、最期の日々を家で
過ごすと決められた患者さん、家族を支
えることを使命と考えています。家で過
ごすためには、いくつかの問題を解きほ
ぐさないといけませんが、大抵はやって
いけることごとです。「家でよかったな～」
という声が、一つでも多く聞かれること
を願っています。 

「生きづらさをかかえた人たち」 「社会にイノベーションを起こす
～障害者差別解消法の可能性」

1982年生まれ。
15歳で電動車いすに乗り始め、16歳で
カメラと出会う。
「富山の美しい景色」を車いす目線から
見てより美しく、より感動的に一枚の写
真に収めている。
全国各地で個展を開催。毎年カレン
ダーを製作販売するなど、意欲的に活
動している。
脳性まひである自分を最大限に生かし、
明るく生きる姿は周囲を元気にする。
夢は可愛いお嫁さんとコミュニティカ
フェの経営。

障害を理由にした理不尽な差別をなくすこと
が障害者差別解消法の目的です。
しかし、それだけではありません。社会参加や
就労の難しさを凝縮してわかりやすく表してく
れているのが障害者です。障害者に着目して、
どうすれば社会参加や就労がしやすくなるの
かを考えていくと、その周辺にいる障害のない
人にまで影響が広がっていきます。多様性に満
ちた社会へと変えていくイノベーションを起こ
すことを目指したいと思います。
均質さや集団主義を重んじるのが伝統的な日
本の学校や産業社会の文化だと思います。同
調圧力の強いなかで息苦しい思いをしている
子どもたちや会社員を解放することにもつな
がり、ビジネスチャンスも潜んでいることに気
づいて欲しいと思います。

「在宅ホスピス広げよう」

14:10～14:40 対　　談 野の花診療所（鳥取市）　院長 …………………………………… 徳永　進
まちなか診療所（富山市） 医師 …………………………………… 三浦　太郎

「うちで死にたいがやちゃ」

車いすカメラマン　上田　哲 毎日新聞　論説委員　野沢　和弘野の花診療所

パネラー

福祉と医療・現場と政策をつなぐ「えにし」ネット　志の縁結び係＆小間使い

国際医療福祉大学大学院　教授 ………………………………………………大熊　由紀子

コーディネーター

県外で起ち上げた「共生ケアネットワーク」の仲間たち
パネラー

コーディネーター

北海道共生ケアネットワーク　代表 ……………………………………………渡邊　譲
山梨共生ケアネットワーク　代表 ………………………………………………岡　　秀行
山形・富山型共生ケアネットワーク協議会　代表 ……………………………三浦　寛子

富山ケアネットワーク　副会長 …………………………………………………佐伯　知華子
富山ケアネットワーク　副会長 …………………………………………………喜多　聡美

まとめのセッション「今、改めて地域共生社会とは」
パネラー

コーディネーター

日本福祉大学社会福祉学部　教授………………………………………………平野　隆之
毎日新聞　論説委員………………………………………………………………野沢　和弘
富山ケアネットワーク　会長 ……………………………………………………惣万　佳代子
富山市　市長 ……………………………………………………………………森　　雅志
厚生労働省老健局振興課　課長 ………………………………………………三浦　明

福祉と医療・現場と政策をつなぐ「えにし」ネット　志の縁結び係＆小間使い

国際医療福祉大学大学院　教授 ………………………………………………大熊　由紀子

ロビーで話そう！  つながろう！休　　憩

「社会にイノベーションを起こす ～障害者差別解消法の可能性」　
　　　　毎日新聞　論説委員 …………………………………………………………… 野沢　和弘

10:00～11:00

9:20～10:00

11:00～11:20

閉　　会13:00～

11:20～13:00

　「地域共生ホーム全国セミナー」inとやまは、2003年9月の第1回に続き、これまで7回のセミナーを開催し、「お年よりも、障がい

者も、子どもも、一つ屋根の下で、通って、泊まって、住むことができる制度を」と提案がなされ、それらが「制度」をつくりました。

　2017年2月、高齢者、障害者（児）、子ども向けの福祉サービスを地域全体で一体的に支える「地域共生社会」の実現を目指

し、「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部が設置されました。

　今回のセミナーでは、私たちの仲間である「にぎやか」の開設20周年を祝うとともに、誰もが住み慣れた地域で生きいきと暮

らせる「地域共生社会」について、本音で語り合います。

9/23土

9/24日

19:00～  懇親会

「親子じゃないけど家族になりました。」………………………… NPO法人にぎやか


